
        

ふりがな  きょうとしけんせつきょくどうろけんせつぶどうろけんせつか 
応募者名  京都市建設局道路建設部道路建設課 

ふりがな  はんきゅうきょうとせん（らくさいぐちえきふきん）れんぞくりったいこうさじぎょう 
事業の名称  阪急京都線（洛西口駅付近）連続立体交差事業 

ふりがな  きょうとし 
事業主体  京都市 
ふりがな  きょうとし 

実施都市名  京都市 

事業概要 
（400字以内） 

 本事業は，阪急京都線桂駅以南について，踏切部での慢性的な交通渋滞により都市機能が阻害されていることか
ら，鉄道高架化により複数の踏切を除却することで，本市南西部地域の交通渋滞の解消と都市交通の円滑化，地域
の活性化を図るものである。 

事業規模 
○事業延長：約２．０ｋｍ ○幅員：９．９ｍ（阪急京都線） ２２ｍ～２５ｍ（久世北茶屋線） 

○事業費：約２４２億円 ○事業期間：平成１８年度～平成２９年度 

事業の目的 

  阪急電鉄洛西口駅の周辺地域では，近接幹線道路等の踏切部における慢性的な交通渋滞や線路による地域の
分断などが大きな課題となっていた。そのため，鉄道を高架化することにより踏切を除却するなどの抜本的な対策を
実施することで，都市交通を円滑化させ，安全性の向上を図った。 
  また，鉄道高架化により創出される高架下空間を利活用し，洛西口駅～桂駅の駅間を拠点とした「歩いて楽しいま
ちづくり」に長期的な視点を持って取り組むことで，周辺地域の利便性を向上させ，地域の成長及び持続的発展を目
指すものである。 

事業効果 
（効果一覧を参考に 

具体的な効果を記入） 

①踏切による交通渋滞（踏切交通遮断量 最大17万5千台時/日）⇒ 交通渋滞の解消（0台時/日） 
②踏切による交通事故（最大17件） ⇒ 交通事故の解消（0件） 
③線路による東西地域の分断⇒ 市街地の一体化，高架下空間等の有効活用 

地元対応等 
 ・地域住民との協働等 
 ・合意形成等を図ったか 
 ・地域に配慮した点 

平成２０年 １月～  工事説明会を開催。 
平成２１年 ６月   地元から要望があり，高架や側道のデザイン等を検討する会議体を設置。 
平成２２年１２月   ３度の意見交換会実施により，側道の整備計画が集約され地元と合意。 
平成２５年１０月   上り線の高架切替に際し，地元住民等に対する内覧会を実施。 
平成２７年１２月   阪急電鉄株式会社と包括的連携協定の締結により，高架下空間の利活用について検討す 
             る「洛西口～桂駅間プロジェクト」が始動。 
平成２８年 ３月   下り線の高架切替による全線高架化完了に際し，出発式及び記念式典を実施。 
平成２８年 ６月～  高架下空間利用についてのワークショップ等を実施（計１２回）。 
平成３０年 ５月   市民からの意見募集を経て，高架下エリアの愛称を「TauT阪急洛西口」に決定。 
平成３０年１０月   鉄道高架化に伴う周辺道路の整備が完了し，「TauT阪急洛西口」第Ⅰ期エリアの完成とあわせ 
             てお披露目式を実施。 2 
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連続立体 
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路線全体の進捗状況 
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■ 今回応募区間 ※平成２９年度に事業完了 



平成１８年４月撮影 

事 業 前 写 真 
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平成３０年７月撮影 
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踏切除却による円滑な交通の実現 

京都市域における阪急京都線の2箇所の踏
切（川岡下三番踏切，物集女踏切）除却によ
り，踏切による交通遮断だけでなく，踏切事
故の解消を実現。 

また，鉄道により分断されていた東西のまち
の一本化を促進し，今後更なる地域の発展
が期待できます。 

踏切遮断時間 

踏切事故 

約８時間 → ０時間 

自転車走行空間の整備 

近隣の影響を考慮するため，地元住民と協議し，関連側道としての阪急西側道を整備。
※歩いて楽しいまちづくりの実現のため，自転車利用の方々と歩行者の方々が安全に
通行できるように，自転車歩行車道としている。 

←新たに整備された 

  阪急西側道 

阪急西側道の整備 

鉄道高架下の空間創出 

阪急電鉄株式会社と連携し，本事業により創出された高架下空間を活用して取り組む
「洛西口～桂駅間プロジェクト」を展開。 

平成30年10月には，「TauT阪急洛西口」第Ⅰ期エリア（阪急電鉄株式会社整備）が完
成。引き続き他のエリアについても両者で連携し，順次開業予定。 

※山陰街道：約7時間50分/日 

  久世北茶屋線：約8時間20分/日 

       （渋滞長最大約300m） 

事業後 

事業前 

【山陰街道】 

【久世北茶屋線】 

事業前 

事業後 

6件/年(H14～15) 

17件/年(H14～15) 

０件/年 

０件/年 

←復旧後の 

  桂寺戸線 

桂寺戸線の復旧工事 

 ↑高架下空間の利活用 

（「TauT阪急洛西口」第Ⅰ期エリア） 
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